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序

薬師堂遺跡は、栃木県の中央部、塩谷郡高根沢町に位置しています。遺跡は東

側の井沼川、西側の五行川に挟まれており、二つの河川の合流点を望む徴高地上

に立地しています。これらの河川が形成する肥沃な沖積地は生産力が高かったも

のと考えられます。周辺には古墳時代から古代中世にわたる大遺跡である砂部遺

跡など多くの遺跡が確認されております。

このたび、一般県道杉山石末線太田東工区の建設に先立ち、記録保存を目的と

した発掘調査を行いました。その結果、中世の溝跡や、同時代のかわらけや内耳

土器などが出土し、当時の生活の一端が確認されました。

本報告書は、その発掘調査成果をまとめたものであり、本書が県民の皆様にとっ

て郷土の歴史を理解する一助になるとともに、各方面において広く御活用いただ

ければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまで、多大なる御協力を

いただきました栃木県県土整備部、高根沢町教育委員会をはじめとする関係機関、

並びに関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。

平成26年3月

栃木県教育委員会

教育長古津利通





例言

1.本書は、栃木県塩谷郡高根沢町太田地内に所在する薬師堂遺跡の発掘調査報告書である。遺跡の概要に

ついては、年報等で一部公表されているが、本書をもってE報告とする。

2.発掘調査は、安全な道づくり事業費(補助)一般県道杉山石末糠太田東工区に伴う記録保存調査である。

3.発掘調査は、栃木県県土整備部の委託事業として、栃木県教育委員会事務局文化財課の指導のもとに、

公益財団法人とちぎ未来づくり財団(平成21年度の発掘調査時には、財団法人とちぎ生涯学習文化財団)

埋蔵文化財センターが実施した.

4.発掘調査から整理作業および報告書作成までの担当は次のとおりである。

【発掘調査】

平成21年 10月8日-12月25日

財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター調査部

調査第二担当係長(担当リーダー〉芹揮清八 係長植木茂雄

調査第一担当嘱託調査員 田村雅樹

【整理作業・報告書作成作業】

平成25年4月1日~平成26年3月27日

公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター調査課

調査担当係長植木茂雄

5.本書の執筆・編集は植木が担当し、副所長初山孝行が校閲した。

6.再委託のうち、重機による表士除去作業は株式会社手塚興業に委託した。また、基草点測量・基準杭の

打設及び遺構平面図現地測量作業、ラジコンヘリコプターによる空中写真撮影は株式会社ニッコーに委託

した。

7. 写真撮影は各年度担当(発掘調査における遺構:芹津、植木、田村、遺物:市}II)が行った。

8.発掘調査の実施ならびに報告書の作成にあたっては、次の機関からご指導、ご協力を賜った。

栃木県県士整備部、塩谷土木事務所、高根沢町教育委員会、高根沢町歴史民俗資料館、高橋清司、鈴木 勝、

石橋知明(順不同)

9.発掘調査参加者は、次のとおりである。

池田光在、宇塚悦美、小川征男、加藤レイ子、見目宮、小島利三、船山英雄(五十音順)

10.整理作業・報告書作成作業参加者は、次のとおりである。

田村範子 大谷小穂

12.本遺跡の出土遺物・資料類は、公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センターで保管している.



凡例

1.遺跡の略号は、薬師堂遺跡:TN-YK (TAKANEZAWA-YAKUSI召OOU)である。

2.遺跡略号は、発掘調査時はS-ooの通し番号で管理していた。しかし、整理・報告書作成の段階で番号
は基本的に同じとしたが、遺構の種類によって以下のように表記した.

SE (井戸跡)、 SO(溝跡)、 SK(土坑)

3.遺構実測図の縮尺は、実測図中にスケールで示した。原則として、調査区の全体園、遺構の平面図及び

断面図は1/60で表記した。

4.遺構平面図中の方位は、世界測地系(日本測地系2000・Ja阿国民GeodeticOa山m 2000)平面直角

座標系第E系に基づいている。断面中の水準は、東京湾平均海面からの標高である.

5.土層説明の記載は、発掘調査時の観察に準拠している。

混入物の含有量については、多量、多く、やや多く、やや少なく、少なく、少量、微量に、しまり及び

粘性については、強い、やや強い、弱い、無いに分け記載した。

6.遺物実測図の縮尺は、実測図中にスケールで示した。原則として、かわらけ、陶器、砥石は1/3、内耳

土器は1/4としている。

7.遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色研究所色票監査『新版標準

土色帳1996年版』を参考とした。

8.写真図版の遺物の縮尺は基本的に不統ーである.
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第1節調査に至る経緯

第 1章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

薬師堂遺跡の所在する高根沢町には、東京から青森を結ぶ陸上距離が日本一長い国道4号が、町の西側を

南北に走っている。国道4号は、高根沢町の南西に位置する宇都宮方面から北東方向に進み、高根沢町宝積

寺交差点で北に方向を変える。また、宝積寺交差点は、千葉県成田市を起点とし、真岡市を経由してきた国

道408号の終点にあたる。この宝積寺交差点からは、主要地方道宇都宮那須鳥山線(県道10号)が東に延び

ており、宇都宮、高根沢、那須鳥山の市街地を結ぶ重要な道路である.

一般県道杉山石末線(県道176号)は、芳賀郡市貝町大字杉山を起点とし、北西に向かい、高根沢町中相

崎、下柏崎、太田などの北高根沢地区を経由し、高根沢町役場、 JR宝積寺駅に向かう一般県道石末真岡線

(県道156号)に合読する.総延長は14.573Kmで、終点は高根沢町大字石末である.

一般県道杉山石末線太田玉区は、道幅が狭いうえに、歩道も併設されていない.小学校の通学路として利

用されており、朝夕の通勤時間帯には多くの車が利用し、大型車の通行も多いことから、幅員を拡幅し、歩

道を整備するととにより、利用者の安全を確保するために、道路環境を整備するとととなった。

第1図薬師堂遺跡位置図
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第1鈴蘭査に至る経鯵

道路整備に伴い、平成20年度に県土整備部から栃木県教育養員会文化財課に、一般県道杉山石末線太田

工区についての埋議文化財の照会があり、平成20年11月11日梅木県教育警告員会文化財棋により、薬師堂遺

跡西側試掘調査と薬師堂遺跡確認調査が行われた.

薬師堂遺跡西側蹴掘調査では、事業計画地内の範囲の道路南側について、錨0.8mのトレンチ(試掴溝}

を7本設定して、遺構の有無を調査した結果、遺構・遺物ともに確寵されなかった.その結果、今回の工事

を実施する範囲については、工事を実施して差し支え無いと判断し、工事中に遺構や遺物が発見された場合

は、その取り扱いを県土盤情部と協議するζとになり、道路北側については、試掘調査を行うこととした.

薬師堂遺跡確認調査では、事業計画地肉の対象範囲について、幅O.8mのトレンチを4本設定して、遺構の

有無を調査した結果、複数の遺構そ確認した。特に、溝跡からは遺物がまとまって出土した。このため、発

掘調査を行い、詳細は別途協議することになった.その畿の協議で、平成21年度後半に3か月の予定で発掘

調査を実権することが確定した.

また、この東側にあたる対象範囲については、今後確認調査を実施したうえで、協議するとととなった.

その後、平成20年11月11日に猷掘調査が行われた薬師堂遺跡西側試掘調査の道路北側の事業計画地内の

対象範囲において、トレンチを9本設定して、遺構の有無を調査した結果、遺構は確認されなかったが、遺

物片〈土師質土器〉が2点出土した.その結果、今回の工事を実施する範囲については、工事を実施して差

し支え無いと判断し、工夢中に遺構や遺物が発見された場合は、その取り扱いを県土整備部と協議すること

になった.
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第1章調査の経緯

発掘調査は平成21年度に実施した。平成21年9月1日付け文財号外で、栃木県教育委員会事務局文化財課

課長から財団法人とちぎ生涯学習文化財団理事長あて、 「平成21年度県土整備部道路整備課事業に伴う発

掘調査(薬師堂遺跡)の費用見積についての依頼があり、同日付けとち埋文第153号で見積書(見積金額・

積算説明書)を栃木県知事あて回答した。そして、平成21年9月1日付け文財号外で、 「平成21年度薬師堂

遺跡発掘調査の埋蔵文化財発掘調査委託契約の締結について」の依頼があり、平成21年9月1日付けとち埋

文第154号で回答を行い、 「埋蔵文化財発掘調査業務委託契約書」が、栃木県知事と財団法人とちぎ生涯学

習文化財団理事長との聞で取り交わされた.主な内容は、委託業務名:薬師堂遺跡発掘調査(道路整備事業

一般県道杉山石末龍太田士区に伴う発掘調査)、委託業務地:高根沢町太田地内、委託する業務の内容:発

掘調査(調査面積490ni)、委託期間:契約締結日(平成21年9月1日~平成22年3月30日、委託料:

13，089，000円(うち消費税及び地方消費税623，285円)である。

整理・報告書作成作業は平成25年度に実施した。平成25年4月1日付け文財号外で栃木県教育委員会事務

局文化財課課長から公益財団法人とちぎ未来づくり財団理事長あて、 「平成25年度県土整備部道路整備課

事業に伴う発掘調査(薬師堂遺跡)の費用見積についての依頼があり、同日付けとち埋文第54号で見積書

(見積金額・積算説明書)を栃木県知事あて回答した。そして、平成25年4月1日付け文財号外で、 「平成

25年度薬師堂遺跡発掘調査の埋蔵文化財発掘調査委託契約の締結について」の依頼があり、平成25年4月1

日付けとち埋文第63号で回答を行い、 「埋蔵文他財発掘調査業務委託契約書」が栃木県知事と公益財団法

人とちぎ未来づくり財団理事長との聞で取り交わされた.主な内容は、委託業務名:薬師堂遺跡発掘調査

(安全な道づくり事業費(補助)一般県道杉山石末穂太田東工区に伴う発掘調査)、委託業務地:下野市紫

474 (埋蔵文化財センター)、委託する業務の内容:整理・報告書作成作業(調査面積490ni)、委託期

間:契約締結日(平成25年4月1日~平成26年3月27日(うち2か月)、委託料:金3，065，000円(うち消費

税及び地方消費税額145，952円)である。

第2節発掘調査の方法と経過

薬師堂遺跡の発掘調査地は、道路の拡幅に伴い細長い範囲のため、東から I区"，m区に分けて調査を行っ
た。調査にあたっては、測量のための杭を国家座標にあわせて5m間隔を基準になるように設定した.

発掘調査は、平成21年10月初旬から12月下旬にかけて実施した.調査にあたり、現祝の確認や事前協議、

関係機関との調整、作業員の募集などを行いながら、プレハブの設置等の準備を進めていった。先に述べた

ように、細長い調査区のため、プレハブの設置場所や廃土置き場の確保が難しかったが、調査区東側の現道

と調査区の聞に場所を確保し、プレハブを設置するとともに、廃土置き場として使用するととができた。ま

た、廃土については、ダンプ型の軽自動車をリースし、作業の進捗に合わせて廃土の運搬を行った。また、

現道に近接した調査のため、道路と調査区の聞にバリケードを設置して、安全に作業ができるようにした。

発掘調査は、重機による表土除去等の掴削で遺構の確認作業を、 I区 'II区.m区の順番で実施したo 1 

区は五行川の支慌である井招川に隣接している低地に位置しており、現況は水田である。水田の耕作土層の

下に黒色土が厚く堆積し、その下面は白色粘土層になり、遺構・遺物等は見られなかったo II区も現祝は水

田であったが、表土を除去すると、七本桜軽石層・今市軽石層が検出でき、その面で遺構が確認できた。 E

区はE区に比べて若干低くなっており、黒色土が厚く堆積しており、遺構の検出はなかった。表土除去作業

の終了を待って、遺構が検出できたE区を中心に、作業員による発掘調査を開始した。
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第1節地理的環境

遺構の測量は、幅の狭い調査区のうえ、調査期聞が短期であることや、測量に使用する杭を方眠状に設定

することができなかった。このため、測量の効率を考えトータルステーションによる測量を委託して行っ

た.

また、発掘調査の進捗に合わせて、ラジコンヘリコプターによる航空写真撮影を行った。

調査終了後は、調査区の埋め戻しを行うとともに、機材の撤収、プレハブの撤去を行い、現地調査による

一連の作業を終了した。

整理作業は、平成25年度に埋蔵文化財センターで実施した。出土遺物は水洗作業、注記作業を行い、そ

の後に接合作業、復元作業を行った後に、実祖，q作業と必要に応じて拓本も援り、遺物図版を作成した。ま

た、実測などの作業と併せて、写真の撮影も行い写真の図版も作成した。遺構の図面については、委託した

測量図を使用して遺構の図版を作成し、遺構配置図や全体図の図版も作成した。

上記の図版作成と併せて遺構・遺物の原稿等を執筆し、それを割り付けて校正をした後、平成26年3月刊

行の報告書をもって、安全な道づくり事業費(補助)一般県道杉山石末穂太田東玉区に伴う薬師堂遺跡の発

掘調査は終了した.

第2章遺跡の環境

第1節地理的環境

薬師堂遺跡は栃木県塩谷郡高根沢町大字太田に所在する。県庁所在地である宇都宮から北東16.5km、JR

宝積寺駅の東方5.5kmに位置している。遺跡の東側には井招川が南読し、周辺には水田地帯が広がってい

る。また、はるか北方に那須連山、高原山、日光連山を望むととができる。

高担沢町の周囲は、鬼怒川にそって南北にのびる喜連川丘陵(標高170m-190m)と鬼怒川の聞に広が

る低地からなる。細かく見れば、鬼怒川の東岸は宝積寺台地(標高150m-160m、南関東の下住吉面に対

比)となり、その東側には、丘陵と鬼怒川の聞にできた五仔川により形成された概ね平坦な沖積低地が広が

る。この低地は、県内でも有数の穀倉地帯になっており、鬼怒川に並行して南下し芳賀町に至っている。遺

跡は、井沼川と五行川|の聞に挟まれた氏家・仁井田台地の上に所在する.台地は遺跡の北側からのびてきて

おり、やがて遺跡の南側の五行川と井沼川が合流するところでなくなる。

栃木県は、関東地方の北部中央に位置する内陸県である。東に茨城県、西に群馬県、南に茨城県・埼玉

県・群馬県、北に福島県が隣接する.県域の広がりは東西約75km・南北約98畑、面積約6，414kniで、平面形

は南北にやや長い楕円形である.地形は、東部と西部が山地、およびその聞を南北に展開する中央部平地に

分けられる.

東部山地は茨城県境を南北に走る八溝山地を指し、北から八溝山塊・鷲子(とりのと)山塊・鶏足山塊と

続き、茨城県の筑波山塊へと至る。北方の八糟山(l，022m)が最も高く、山頂高度は南方に行くに従って

低くなる。山は全体的に丸味を帯びるものが多く、那珂川等の浸食による小谷の発達が著しい.

西部山地は福島県境から群馬県境にかけて南北に走る、北部の帝釈山地と南部の足尾山地からなる.帝釈

山地は主峰の帝釈山 (2.060m)をはじめ、 2.000m級の山岳からなり、群馬県境の白根山 (2.578m)は闘東以

北の最高峰である.概して山は険しく、山地を刻む谷は深い。また、この帝釈山地の東部から南部にかけて

は、那須火山群・高原火山群・日光火山群が分布しており、那須・塩原・鬼怒川・ JII治等の多数の温泉や、
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第1節地理的環境

那須(茶臼)岳(1，917m)・男体山 (2.484m)・中禅寺湖等の変化に富む景勝の地とみなされている。足

尾山地は、北境を大谷川によって画され、南方と東方は関東平野に臨んでいる。概して山腹は急傾斜である

が、山麓は種やかに傾斜しており、八漕山地と同様、山頂高度は南方に行くに従って低くなっている。

中央部平地は、丘陵・台地・低地からなり、全体として南方に聞けた地形である。平地北部は那珂川とそ

の支流域に含まれ、北から高久丘陵・那須扇状地・塩那丘陵と並んでいる。高久(白河)丘陵は、那須岳東

麓から八溝山地西麓までの区域で、火山性堆積物によって構成される。その南に位置する木の葉状の那須扇

状地は、那須野ケ原とも呼ばれ、水利に乏しい地域で、明治時代に入るまで荘漠たる荒野であった。塩那

(喜連川)丘陵は、帯川の南に展開し、高原火山群の山麓から益子まで及び、北西から南東方向にかけて緩

やかな山容を見せている。平地中部・南部は、大谷川下流部の今市市街地付近に広がる今市扇状地、古賀志

山地から字都宮市街地にかけて発達している宇都宮丘陵、五行川・小貝川・鬼怒川等の支流域に沿って、宝

木段丘・田原段丘・鬼怒川低地・宝積寺段丘等が交互に並ぶ沖積平野、渡良瀬川と恩川の付近の低地等に大

別される。これらの台地と低地は援やかに南傾するが、台地の傾きが低地よりも大きいため、南下するに従

い、台地と低地の比高差は小さくなる。また、中央部平地は南に聞けるだけではなく、福島県中通りへと続

く地形的特徴のため、東北地方への通路としての役割も古来果たしてきた.

参考文献

阿久津純 1976 r栃木県の地形・地質(県中北部を中心に)J W栃木県史』資料編 考古1 栃木県史編さん委員会

「角川日本地名大辞典」編纂委員会 1984 r角川日本地名大辞典 9 栃木県』 角川書底

国土庁土地局国土調査課 1991 [土地分類図09(栃木県) 1974~ 復刻版財団法人日本地図センター

第2節歴史的環境

薬師堂遺跡の周辺の遺跡の分布は、低湿な五行川低地には遺跡が少なく、宝積寺台地や喜連川丘陵に多い

傾向が見られる.

高根沢町域の旧石器時代の遺跡は、宝積寺台地の崖の下に広く遺物が散布している西根遺跡から石槍が採

集されている。全般に旧石器時代の遺跡の調査例は少ないが、本遺跡の東にある喜連川丘陵上に位置する上

山遺跡からは、ナイフ型石器が出土している.

縄文時代になると、中期・後期の調査事例がある。縄文中期の遺跡では、荻ノ平遺跡があげられる。発掘

調査の結果、縄文時代中期から後期の竪穴住居跡24軒、埋寝泊期、掘立住建物跡2棟、配石遺構遺物集中地

16箇所、袋状主坑や墓を含む土坑441基、溝6条、包含層1箇所が確認された.遺構とともに中心になるの

は阿玉台式期以降であり、以後加曽利B式期まで確認されている。また、遺物では、包含層中から晩期のも

のまで出土している.遺構・遺物で主体となるのは、加曽利E式後半から綱取式、堀之内式1式である。ま

た、荻ノ平遺跡に近接している大野遺跡では、竪穴住居跡4軒、袋状土坑12基、埋聾1基、土坑50基などが

検出され、阿玉台IV式から大木8a式を主体として加曽利E1式までを含んでいる。大野遺跡の時期に近い阿

玉台E・IV式期の遺跡には、石神遺跡・台の原C遺跡・上の原B遺跡・東谷樟遺跡などがあげられ.石神遺

跡は鬼怒川に面する宝積寺台地上にあり、阿玉台式期の有段住居跡が発見され、ととから磨製石斧の原石や

未製品が出土したことから、石器製作工房跡であることが明らかになった.ほかに、宝積寺台地上のまとま

った資料として、上高根沢に所在する上の原B遺跡が挙げることができる.中期の竪穴住居跡19軒、袋状士坑
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第2節歴史的環境

第 1表周辺の遺跡一覧

番号 遺跡名 時期 種別・備考

1 竹橋南遺跡 奈良~平安 散布地

2 細内遺跡 縄・奈良~平安 散布地

3 中戸屋遺跡 舞・奈良~平安 散布地

4 花ノ木五輪塔 中世 塚・五輪塔

5 大塚古墳 古墳 円墳直径15m、高さ 3m

6 大野遁跡 縄文 1999年発掘調査

7 台新聞宵墳群 宵墳 現在円墳4基を確認 1基発掘調査

B 荻ノ平遺跡 縄文 2000年、 2001年発掘調査

9 亀梨古漬群 古墳 円墳 3基現存・2基滅失・箱式石棺が存在

10 甲塚古墳群 古墳 円墳 8基現存

11 検場A遺跡 弥生 散布地個体資料{劃出士

12 愛宕塚古墳 古墳 直径約39m、高さ4.7m.高根沢町内最大の古墳

13 春日坂遺跡 台墳 宵潰滅失.土師樗個体資料出土

14 塚困古墳 古墳 昭和25・26年の耕地整理で滅失

15 砂部遺跡 古墳・奈良~平安・中世~近世 1990年発掘調査

16 大用地B遺跡 縄文・中世 2000年、 2001年発掘調査

17 花久保遺跡 古墳 散布地

18 漆房遺跡 奈良~平安・中盤 散布地

19 坂下遺跡 奈良~平安・中世 散布地

20 丸山A遺跡 縄文・古墳 散布地

21 丸山B遺跡 縄文・奈良~平安・中世 散布地

22 西進地遺跡 古墳 散布地

23 台新岡古墳群 古墳 円墳 2基

24 万行原道下 縄文・宵墳・平安 散布地

25 笹原山遺跡 縄文・古墳・奈良~平安 散布地

26 朝日向遺跡 録文・平安 散布地

27 東山A遺跡 縄文・古墳・奈良~平安 散布地

28 東山B遺跡 奈良~平安・中世 散布地

29 東山C遺跡 縄文・奈良~平安 散布地

30 金掘塚古墳群 台墳 前方後円墳l基、円墳4基

31 西向遺跡 奈良~平安 散布地

32 橋本遺跡 奈良~平安 散布地

33 細久保遺跡 奈良~平安 散布地

34 四ッ塚古墳群 古墳 円墳 4基

35 桜内C遺跡 縄文・平安 散布地

36 桜内B遺跡 縄文・平安 散布地

37 桜内A遺跡 奈良~平安・中世 散布地

38 七ッ塚古墳群 古墳 前方後円境2墓、円墳16基

39 西山D遺跡 縄文・奈良~平安・中世 散布地

40 新屋敷遺跡 奈良~平安 散布地

41 西山C遺跡 奈良~平安 散布地

42 西山B遺跡 縄文・奈良~平安 散布地

43 西山古墳 古横 円墳 1基

44 富士山遺跡 奈良~平安・中世 散布地

45 屋敷東遺跡 古墳・奈良~平安・中世・近世 散布地

46 塚原古墳 古墳 直径約21m、高さ 5m.

47 薬師堂台墳 宵墳 直径約20m.高さ 2m.

48 桑竃城跡 中世 域館跡

49 八ツ木新国遺跡 古墳・奈良~平安 散布地

50 八斗内遺跡 古墳 土師器個体資料出土

51 坪之内遺跡 古墳 1956年発掘調査.

52 八ツ木古墳群 古墳 前方後円墳1基、陪塚1基

53 千が笹古墳 古漬 円墳直径17m

54 金井遺跡 旧石器・縄文・古墳・奈良~平安・中世・近世 集落跡・

55 西根遺跡 旧石器・縄文・奈良~平安・中世・近世 散布地

56 不動山古墳群 古墳 円墳 2基

57 上の原B遺跡 縄文・奈良~平安・中世 集落跡・

58 高根沢城跡 中世 城館跡

59 金井台遺跡 縄文 1969年発掘調査.配石遺構、袋状土坑検出.

60 大塚台古墳 古墳 円境東西49m、南北45m

61 上岡台遺跡 古墳 土師棒個体資料出土

62 芳志戸十三塚古墳 古墳 円墳直刀片・ 石製模造品出士

63 稲毛田城跡 中世 誠館跡
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第2.遺跡の環境
を含む土坑167基が発見された。宇野状の調査地には、土坑群を挟むように竪穴住居跡が分布しており、貯議

機能の場と住居の場の関連を知る良好な資料となっている.

縄文時代後期には、高額沢町から那須鳥山市域では、堀之内式期の遺跡が比較的多く確認されている.高

根沢町域では、石末の向原遺跡・西根遺跡・台の原遺跡C遺跡・東谷遺跡などにおいて堀之内式土器が出土

している.また、先述した荻ノ平遺跡では、後期初頭の称名寺式期敷石住居カt検出されている.

弥生時代では、周辺でも遺跡数が少なく、亀梨の東谷津遺跡・下柏崎の斧畠遺跡などが確認されている.

また、低地部では、花岡の下松原A遺跡などが所在する.

古墳時代は、遺跡の東側の丘駿上には、台新田古墳群・上の台古墳群・亀娘古墳群・甲塚古墳群などが造

られている.合新田古墳群は、横穴式石室が幾る後期群集墳であり、低地に広がる水田地帯に面した喜連川

丘駿西縁に墓域がまとまって形成されていたようである.また、古境襲撃のある丘駿西側には、高根沢町内最

大の誼径39mを測る愛宕塚古墳が進られている.

奈良・平安時代には、本遺跡の周辺は、芳賀郡新田郷に属していたとみられる.本遺跡北側にある仁井田

は、 『新田郷」の遺称とみられ、その北側では東山道と考えられる遺構カt調査されている.~た、文献資料

では、新田駅家が置かれていたことがわかる.本遺跡周辺の奈良・平安時代の遺跡では、調査地の北に近接

した砂部遺跡が特賞される.竪穴住居跡47軒、掴立柱建物跡49槙などが確認され、掘立柱建物跡の多さは

県内でも有数の遺跡である.

中世の遺跡では、大用地B遺跡の発掘調査が行わ才し掴立註建物跡4棟、地下式績4基などが確認さオし内

耳土器や常滑焼などが出土している.高根沢町内には中世城館も所在している.これらの城館は、宇都宮氏

と那須氏の境界が接する場所として、盤要な役割を持っていたことがうかがえる.また、本遺跡の北に位置

する花岡には、花の木五輪第がある。
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第3章薬師堂遺跡の発掘調査

第1節調査の概要

第1節調査の概要

今回の発掘調査区は、一般県道杉山石末線の南側の拡幅部分である。調査対象範囲は、東西約250mと細

長い。調査区はI区、 E区、 E区と3箇所について、 I区は長さ約45m、幅は東側の広い場所で4m、西側

の狭い場所で2m、E区は長さ約60m、帽は東側の広い場所で4m、西側の狭い場所で2m、E区は長さ

5m、幅2mの範囲を、重機により表土除去を行った。

その結果、遺構の見つかったE区について調査を実施した。 I区については、低地であるため重機による

掘削時にすぐに水が涌き出すため、遺構・遺物の有無を確認したのみである.また、 E区についても遺構は

確認出来なかった。このため、作業員による調査区の精査を実施し、記録写真の撮影を行った.

第2節発見された遺構と遺物

E区の調査区からは士坑12基、井戸4本、溝3条、小穴53基の計72基の遺構を検出した.

SK-{)1~SK-14 (第8園・第10園)

SK-Ol B-3に位置する。不整形を呈し、長径O_35m、短径O_29m、深さO_20mを測る。壁はほぼ垂直に

立ち上がり、北壁側には段があり、段までの深さはO_08mである。 SK-Q2C-4に位置する。円形を皇し、

直径0.40m、深さO_33mを測る.底面は丸みを持ち、壁は少し聞き気味に立ち上がる。 SK-03 C-4に位

置する。不整な方形を呈し、一辺O_25m、深さO.21mを測る。底面は丸みを持ち、壁は少し開き気味に立ち

上がるo SK-04 C-4に位置する。やや不整な円形を呈し、直径O.20m、深さO.20mを測る.底面は丸み

を持ち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 SK-05 C-4に位置する.やや不整な円形を呈し、直径O.22m、深

さO.20mを測る.底面は丸みを持ち、壁は若干聞きながら立ち上がる。51(-06 B-4に位置する.南側が

調査区外のため、形状、規模は把握できないが、現状で判断できる形状は不整な楕円形を呈し、底面は平坦

であるが、 ~t西壁際に直径約O.18mの小ピットが掘られている。土坑の幅O.44m、深さはO.13mで、ピット

の最も深い場所はO.22mを測る。ピットの底面は丸みを持ち、壁はほぼ垂直に立ちーとがる。 SK-07 C-4 

に位置する.土坑の大部分が調査区外のため形状、規模ともに不明であるが、深さO.13mを測る。底面はほ

ぼ平坦で、壁は聞きながら立ち上がる。 SK圃08 C-4に位置する。不整な円形を呈し、直径O.22m、深さ

O.21mを測る。底酉は丸みを持ち、壁は聞きながら立ち上がる。 SK-09 C-4に位置する。不整な楕円形

を呈し、長径O.30m、短径O.18m、深さO.20mを測る。底面に段差が見られ、壁は開き気味に立ち上がる.

SK-10 B-4に位置する。不整な円形を呈し、直径約O.30m、深さO.10mを測る。底面は平坦で、壁は丸

みを持って立ち上がる。 SK-ll C-4に位置する。不整な円形を呈し、直径約O.23m、深さO.06mを測

る.北東側がSK-12と重複しており、 SK-12が新しい。底面は平坦で、壁は聞き気味に立ち上がる。

SK-12 C-4に位置する.不整な円形を呈し、直径O.38m、深さO.25mを測る.底面は丸みを持ち、壁は

聞きながら立ち上がるo SK-13 C-4に位置する。不整な円形を量し、直径O.30m、深さO.32mを測る。

底面は丸く狭くなっており、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 SK-14 C-4に位置する.不整な円形を呈し、

直径O.20m、深さO.22mを測る.底面は丸みを持ち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

SK-15~SK-17 (第8図・第11園)

SK-15 C-4に位置する。不整な楕円形を呈し、長径O.29m、短径O.14m、深さO.13mを測る。底面、壁

面とも不整な形状である。 SK-16 C-5に位置する.不整な円形を呈し、直径O.24m、短径O.20m、深さ
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第3章薬師堂遺跡の発掘調査

O.11mを測る.底面は丸みを持ち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 SK-17 C-5に位置する。不整な円形を

呈し、直径O.18m、深さO.08mを測る。壁は底面から丸みを持ちながら立ち上がる。

SI(-18"'SI(-26 (第8園・第12図)

SK-18 C-6に位置する.不整な楕円形を呈し、長径O.41m、短径O.36m、深さO.16mを測る。底面はほ

ぼ平坦で壁は垂直に立ち上がる. SK-19 C-6に位置する。不整な楕円形を量し、長径O.52m、短径

O.48m、深さO.llmを測る。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がるo SK-20 C-6に位置する。不整な楕

円形を量し、長径O.53m、短径O.48m、深さO.lOmを測る.底面は平坦で壁は垂直に立ち上がるo SK-21 

C-6に位置する。不整な円形を呈し、置径O.16m、深さO.08mを測る.底面は丸みを持ち壁はやや聞きなが

ら立ち上がる。 SK-22 C-6に位置する.円形方形を呈し、直径0.13-0.15m、深さ0.14mを測る.底面

は丸みを持ち壁はやや聞きながら立ち上がる。 SK-23 C-6からC-7にかけて位置する。不整な円形を呈

し、直径0.37-0.40m、深さO.17mを測る。底面は丸みを持ち壁はやや聞きながら立ち上がる。 SK-24

C-7に位置する。不整な楕円形を呈し、長径O.37m、短径O.28m、深さO.07mを測る。底面は丸みを持ち壁

はやや聞きながら立ち上がるo SK-25 C-7に位置する。不整な楕円形を呈し、長径O.22m、短径

O.16m、深さO.13mを測る。底面は丸みを持ち壁はやや聞きながら立ち上がる。 SK-26 C-7に位置す

る。不整な方形を呈し、長径O.66m、短径O.54m、深さO.08mを測る、底面は平坦で壁は聞きながら立ち上

カtる.

SI(-27'"割く-32・SD-34・SK-36(第8図・第13園〉

SK-27 C-7に位置する.不整な円形を呈し、直径O.78m、深さO.32mを測る.底面の中央が若干くぼん

でおり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。東側がSO-34と重複しているが、新旧関係は不明である。 SK-28

0-7に位置する.不整な方形を呈し、長径は西側がSO-34と重複しており不明であるが、短径O.29m、深さ

O.23mを測る。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。 SO-34との新旧関係は不明である。 SK・29 0-8 

に位置する。不整な楕円形を呈し、直径O.43m、短径O.36m、深さO.19mを測る。底面は丸みを持ち壁はや

や聞きながら立ち上がる。 SK-30 0-8に位置する。不整な楕円形を呈し、長径O.35m、短径O.29m、深

さO.07mを測る.底面はほぼ平坦で、壁はやや聞きながら立ち上がる。 SK-3l 0-8に位置する。不整な

楕円形を呈し、長径O.28m、短径O.21m、深さO.15mを測る.底面は丸みを持ち壁はほぼ垂直に立ち上が

る. SK-32 0-8に位置する.不整な楕円形を呈し、長径O.36m、短径O.34m、深さO.17mを祖IJる.底面

は平坦で、壁はやや聞きながら立ち上がる。50-34 C-7・D-7に位置する。南北に延びる溝の一部で、最

大幅2.35m、最小幅1.35m、漂さ1.1lmを測る。底面は若干の凹凸が見られる.西側の壁は底面から若干聞

きながら立ち上がり、途中から大きく聞く。東壁は底部から丸みを持ってオーバーハングしていおり、その

上はほぼ垂直に立ち上がっている.覆土は自然体積で、セクションでは溝の上層に他の遺構が確認出来る

が、平面の形状は不明である。 SK-36 C-8に位置する。南側が調査区外のため形状は不明であるが、不

整な円形を呈すると恩われる。直径0.20m前後、深さ0.23mを測る。底面は丸みを持ち壁はやや聞きながら

立ち上がる。

SI(-33・SI(・38・SD-39・SE-40(第8園・第14図〉

SK-33 C-9に位置する。不整な円形を呈し、直径O.28m前後、深さO.12mを測る。底面はほぼ平坦で壁

は垂直に立ち上がる。 SK-38 C-8に位置する。不整な円を呈し、直径O.36m前後、深さO.66mを測る。

底面は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上がるo SD-39 C-8・0-8に位置する.南北に延びる溝の一部で、南側

は撹乱により不明である。幅1.76m前後、深さO.81mを測る.底面は平坦で、壁は聞きながら立ち上がる.
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第 3章薬師堂遺跡の発掘調査 第2節発見された遺構と遺物
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第2節発見された遺構と遺物

覆土は自然体積である。 SE-40 D-8に位置する。不整な円形を呈する。直径O.86m前後で、深さは、

1.8mまでは掘ることができたが、底部まで掘りあげることが出来なかったため不明であるが、ピンポール

によりさらに1m以上の深さがあることが確認できた。壁は若干聞きながら立ち上がる.覆士は人為的な埋

め戻しによる.

SD-41・SE-42・SK-45(第8固・第15園)

SD-41 C-9・D-9に位置する。南北に延びる漕の一部で、幅1.55m前後、深さO.62mを測る.南北共に調

査区の外に伸びているため、長さは不明である。底面は平坦で、壁は若干丸みをもちながら聞いて立ち上が

る。覆土第1層の下層部からは、かわらけがまとまって出土している。 SE-42 D-9に位置する。不整な円

形を呈し、長径1.24m、短径1.13m、深さは、1.5mまでは掘ることができたが、底部まで掘りあげること

が出来なかったため不明であるが、ピンポールによりさらに1m以上の深さがあることが確認できた.確認

面から1.0m前後までは幅が広いが、それより下は幅が狭くなっている。覆土の観察により、 4-5層と6

層以下では堆積の仕方やしまりに相違がみられる。 6層以下は、人為的に埋め戻しているが、 4-5層では

自然堆積であることから、上の部分は別の遺構が重複していた可能性が考えられるo SK-45 D-9に位置

する。不整な円形を呈し、直径O.55m、探さ1.21mを測る.底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

SK-37・SE-43・SK-47・49・50・73(第8図・第16図)

SK-37 D-I0・11に位置する。長方形を呈すると思われるが、西側が撹乱を受け、北側がSD-35に切られ

ているために、形状は不明である。現存している長径2.46m、短径0.87m、深さ0.48mを測る。底面は平坦

で、壁は垂直に立ち上がるo SE-43 D-I0に位置する。不整な円形方形を呈し、長径1.19m、短径

1.05m、深さは1.51mまでは掘ることができたが、底部まで掘りあげる乙とが出来なかったため不明である

が、ピンポールによりさらに1m以上の深さがあることが確認できた。壁は若干聞きながら立ち上がる.東

側.'1がSK-47と重複しているが、新旧関係は不明である。 SK-47 D-I0に位置する。不整形を呈し、長径

0.82m、短径0.5金n、深さO.37mを測る.底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。北側がSK-50と重複して

いるが新旧関係は不明であるo SK-49 D-I0に位置する.不整な円形を呈し、長径0.70m、短径0.56m、

深さO.33mを測る。底面はやや、丸みを持ち、壁は聞きながら立ち上がる。東側がSK-73と重複しており、

SK-49が新しい。 SK-50 C-4に位置する。不整な円形を呈し、長径0.42m、短径O.34m、深さO.22mを

測る。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がるo SK・73 D-I0に位置する。不整形を量し、長径O.55m、短

径O.20m、深さ0.5金nを測る。底面は狭く、壁は聞きながら立ち上がる.

SK-46・48・51"'53・55・59 (第9図・第17園〉

SK・46 D-11に位置する。不整な円形を呈し、長径O.35m、短径O.30m、深さ0.73mを測る。底面は丸み

を持ち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 SK・48 D-llに位置する。不整形を呈する。南側がSE-35に切られ

ているために長径は不明であるが、短径0.40m、深さO.28m、長径の現存している長さO.5mを測る。底面

は若干丸みを持ち、壁は聞きながら立ち上がるo SK-51 D-11に位置する.北側が調査区外のため形状は

不明であるが、不整な円形と恩われる。直径O.25m、深さO.42mを測る.底面は若干丸みを持ち、壁は垂直

に立ち上がる。 SK-52 D-llに位置する。不整形を呈し、長径O.26m、短径O.24m、深さO.17mを測る。

底面から丸みを持ち、壁は若干聞きながら立ち上がるo SK-53 E-11に位置する。不整な円形を呈し、長

径O.25m、短径0.20m、探さ0.08mを測る.床面はやや丸みを持ち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

SK-55 D-llに位置する.不整な方形を量し、長径0.32m、短径0.26m、漂さO.32mを測る.底面は北側

が若干くぼんでおり、壁はやや聞きながら立ち上がる. SK-59 E-11に位置する。不整な円形を呈し、直

-17-



薬師堂遺跡の発掘調査
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第2節発見された遺構と遺物

径O.29m、短径O.25m、深さ0.45mを測る。底面は平坦で壁は底面からO.22mまでは垂直に立ち上がり、そ

こから聞きながら立ち上がる。

SK-54・56・66・67・68・69・70・71・72 (第9園・第18図)

SK-54 0-12に位置する.不整な円形を呈し、長径O.29m、短径O.28m、深さO.27mを調IJる.底面はやや

丸みを持ち、壁は底面からO.06mまでは垂直に立ち上がり、そこからはやや聞きながら立ち上がる.

SK-56 0-13・E13に位置する。隅丸長方形を量する.長径は北側が調査区外のため計測できないが、現

状では、1.90m、短径O.59m、深さO.09mを測る。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる.西側がSK-72と

重複しているが、新旧関係は不明である. SK-66 D-13に位置する。不整な円形を量し、長径O.42m、短

径O.38m、深さO，15mを測る。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる. SK-67 0-12に位置する.不整

な楕円形を呈し、長径0.49m、短径は南側がSO-35に切られており計測が出来ないが、現状ではO.25m、探

→|← 

。

第9図 E区遺構配置図 (2)
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第3章薬師堂遺跡の発掘調査
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土層説明 SK一ol-SK-l 4 
SK-O 1 1層黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少量含む.

SK-O 2 1層黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少量含む。

SK-O 3 1層黒色土:微細な七本桜軽石粒、今市軽石粒を微量

に含む。

SK-O 4 1層黒色土:七本桜極石粒を少量含む.

SK-O 5 1層黒色土:微細な七本桜軽石粒を微量に含む。

SK-O 6 1層黒色土:七本桜極石粒を少し含む。

SK-O 7 1層黒色土:七本桜経石粒、今市軽石粒を多〈含む。

K-13 f@}J 
ちグ

SK-I0 
c-s 

C SK-03 C' D SK-04 D' 
126.会∞且 126.4∞由

i:エ二 孔:上

G SK-07 G' H SKー08 H' 
126..j，制h 126却恒

三ヘームーノ- ~メ-

K SK-ll・12 K' L SK-13・14 L' 

ーミEI26.40~ ~杢E
126

.
4OOm

。 1/40 2m 

SK-Q 8 1層黒色土:七本桜恒石粒を微量に含む。

SK-Q 9 1層黒色土:七本桜軽右粒、今市軽右粒を多く含む.

しまり強い固

SK-I0 1層黒色士:七本桜軽右、今市隆右粒を少量含む個

SK-l1 1層黒色土:七本桜軽右粒を微量1::-:含むE

SK-12 1層黒色土:七本桜軽宥粒を微量1::-:含むE

SK-13 1層黒色士:七本桜軽右粒を少量含む.

SK-14 1層黒色士:七本桜軽右粒を少量含む.

第10図 E区遺構実測図 (1) SKー01"""SKー14
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第2節発見された遺構と遺物

さO.28mを測る。底面は凹凸が見られ、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 SK-68 D-12に位置する。不整な円

形を呈し、長径0.43m、短径O.34m、深さO.08mを測る。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。 SK-69

D-12に位置する。不整な円形を呈し、長径O.20m、短径O.14m、深さO.20mを測る。底面はやや丸みを

持ち、壁は垂直に立ち上がるo SK-70 D-12に位置する.不整な形を呈し、長径O.33m、短径O.28m、深

さO.24mを測る.底面から壁にかけて丸みを持って立ち上がるo SK-71 D-12に位置する。不整な円形を

呈し、長径O.23m、短径O.19m、深さO.14mを測る.底面から壁にかけて丸みを持って立ち上がる.

SK-72 D-13に位置する.南側をSD-35に切られているが、不整な円形を呈すると思われる.計測可能な長

径O.48m、深さO.41mを測る.南側の底面から約O.30mまでは垂直に立ち上がるが、そとからは開きながら

立ち上がる。

SK-57・58・60・61・62・63・64・65 (第9園・第四国〉

SK-57a E-13に位置する。不整な楕円形を呈し、長径0.45m、短径0.40m、深さO.56mを測る。西側が

SK-57bと重複しており、 SK-57aが新しい。底面は丸みを持ち、底面から約O.03mの位置に段があり、壁は

θS印

SK-13 ~ 
SK-17 

SK-16 

SK-I0 

A SK-15 A' B SK-16 B' C SK-17 C' 
126岨佃

三玉亘二 三号三 三七二 。 1/40 

土層説明 SK一015-SK一017

SK-15 1層黒色士:七本桜軽右粒を多く含む。
SK-16 1層 黒色士:七本桜軽石粒を少量含む。

SK-17 1層黒色土:七本桜軽石粒を少量含む。

第11図 E区遺構実測図 (2)SK-015"'SK-017 

-21一

2m 



第3章薬師堂遺跡の発掘調査
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126.却白血 126.400. 12且40白血 126.400. 
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土層説明 SK-l 8-SK-2 6 
SK-18 1層黒色土:七本桜軽石粒を若干含む。土器片を含む. SK-231層黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒をやや多く含む自

SK-19 1層黒色土:七本桜軽石粒を若干含む。 SK-24 1層黒色土:今市軽石粒を若干含む.しまり強い.

SK-20 1層黒色土:七本桜睡石粒を若干含む。 SK-25 1層黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を若干含む。

SK-21 1層黒色土:七本桜睡右粒を若干含む。 SK-26 1層黒色土:七本桜軽右粒を微量に含む.

SK-22 1層黒色土:七本桜睡右粒を若干含む。

土層説明 SD-34 (第 13図)
SD-34 1層黒色士.砂、礁を多量に含む.(現表土層) 8層明灰褐色士:七本桜軽石粒 (4-5皿)、今市軽石粒 (6-

2層茶褐色士:小様、今市軽宥を少量含む。 7皿)を微量に含む.

3層茶褐色士:七本桜軽石、今市軽右を微量に含む。 9層暗灰褐色土:砂粒、今市軽石粒を多量に、砂粒は縞状に含む。

4層黒色士;七本桜軽右、今市軽右を微量に含む。 10層暗灰褐色土:微砂粒を全面に含む。

(旧表土) 1 1層暗灰褐色土:部分的に褐色土を含む。

5届赤褐色士:七本桜極右、今市軽石を含む閉 12層明灰褐色土:砂粒、褐色土が層状に堆積.

6層黒褐色士:七本桜軽石を少し、今市軽石にぶ 13層黄褐色:ロームプロック.西側壁の崩落か.

し大・6-7皿)を多く含む. 14層灰褐色土:ロームプロック (1園大)を多量に含む.

7層階灰褐色士 :今市軽石 (6-7皿〉を微量に含む. 15層暗灰褐色土:粘土に近い。底面は粘土化している。

第12図 E区遺構実測図 (3)SK-01S.....SK-26 
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第2節発見された遺構と遺物
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土層説明 SK-2 7-SK-3 2・SD-34・SK-36
SK-29 1届黒色士:混入物なし. SK-30 1届黒褐色士:今市軽石粒を微量に含む。

S K-3 1 1層黒褐色士・今市軽石粒を微量に含む。 SK-32 1届黒褐色士:白色粒子を少し、今市軽石粒を微量に含む。

SK-36 1届黒褐色土:七本桜軽石粒を微量に含む.

第13図 E区遺構実測図 (4)SK-27......SK-32・SD-34・S時36
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第 3章薬師堂遺跡の発掘調査
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127.2創h
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士層説明 SK-33・SD-39・SE-40
SK-331層黒色土:七本桜軽石粒、今市経右粒を微量に含む。

SK-381届黒色土:七本桜軽石粒を微量に含む。

2層 明黒褐色土:今市経石粒子を多量に含む.

SD-39 1層黒色士:砂、機を多量に含む.(現表土)

2届茶褐色土:小型車、今市軽石粧を少量含む。

3層 明黒褐色土:七本桜極石粒、今市軽石粒を多く含む。

4層黒褐色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少し含む。

5届 明黒褐色土:今市軽石粒 (4-5皿〕を多〈含む。

B SK-33 

¥.11 

C SK-38 

主主
1/40 

B' 

126.600.. 

c' 
126. &剖h

2m 

SE-40 6層 暗色土:七本桜種石粒、今市経石粒を少量含むきめ細かい土層。しまり強く粘性は欠ける.

第14図 E区遺構実測図 (5)SK-33・SD-39・SE-40
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第2節発見された遺構と遺物
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T・3
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SE-42 SD-41 A' 

126.ωoa 

士層説明 SD-41・SE-42・SK-45

S D-4 1 1層黒色土・七本桜軽石粒、今市軽石粒をやや多く含む.

2届黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を微量に含む.

B SK-45 

。

3届黒色土:七本僚経石粒、今市軽石粒を多〈、今市軽石プロックを若干含む。

S E-4 2 4届黒色土.七本桜軽石粒、今市軽石粒を少し、微細な白色粘土をしみ状に含む。

B' 
126.600:0. 

5届黒褐色土:七本桜軽石粒、白色粘土を若干、今市軽石粒を多量に若干含む，粘性が強い.

6届黒色土.七本桜軽石粒、今市軽石粒、白色粘土を少し含む。しまり無く柔らかい。

7層黒色土.白色粘土を多量に含む。しまり無く柔らかい。

8層黒色土.七本桜怪石粒、今市軽石粒、白色粘土を少し含む。しまり無〈柔らかい.

9層黒色土:七本桜笹石粒、今市軽石粒を少し含む.しまり無く柔らかい日

1/40 2m 

S K-4 5 1層黒褐色土:七本桜軽石粒 (6-7皿)、今市軽石粒を多量に含む。底面にコブシ大の黄褐色粘土プロックあり.粘性無く、

ボソポソでしまり無し.

第15図 E区遺構実測図 (6)SO-41・SE-42・SK-45
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第3:1官薬師堂遺跡の発掘調査

A 

E 

--fE--1' 
SB-43 SK-47 A' B SK-49 SK-73 B' 

126.ω0・
ミfL
D 

ヨ
一一一一一→
一一一一一寸
一一一一一--j

撹乱 SK-37 携乱

土層説明 SK-37・SE-43・SK-47
SK-37 1層 黒褐色土:七本桜騒石粒を少量含む。

SK-47 SK-50 D' 

126.4側h

、 f三、

E' 

126.制加箇

C SK-73 

三F三

1/40 

S E-4 3 1層 黒色土 lc唖大の七本桜経石粒、今市軽石粒を少量、黒灰色粘土、炭化物粒を微量に含む.

2層 暗褐色土:七本桜経石粒 (1-5岨)、今市経石粒、黄白色粘土を少量含む。粘性やや強い.

SK-47 1層 黒色土:七本桜極右粒(l咽大}のを微量、今市軽右粒を少量含む。

第16図 E区遺構実測図(7)SK-3 7・SE-43・SK-47・SK-49・SK-73
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第2節発見された遺構と遺物

ヰー12

時52b
SK-53 

@ 
SK-51 
。

ヱ。

撹乱

撹乱

A SK-46 A' B SK-48 B' C SK-51 c' D SK-52 D' 

126.6OOm 126.600:0. 126.600. 126.副J<lm

主
三ミヨ三 1よ 三豆エ二

E SK-53 E' F SK-55 F' G SK-59 G' 
126. 600.， 

ヨL主
126.的価

L1』

圭
。 1/40 2m 

士層説明 SK-49・SK一73 (第 14図)
SK-49 1層 黒褐色士:七本桜軽右粒、今市軽宥粒を少量、プロック状(l-2cm大)の七本桜軽石、今市軽石を微量に含む.

SK-73 1層 黒色士.七本桜軽石粒を微量、今市軽石粒を少量含む.

土層説明 SK-46・48・51-53・55・59
SK-46 1層黒褐色土:今市軽石粒 (6-7皿〉を多量に含む。 SK-481層 黒褐色土・七本桜軽石粒、今市軽石粒を少し含む。

SK-51 1層黒褐色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少し含む. SK-52 1層 黒褐色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を微量に含む.

SK-53 1層黒色土:七本桜軽石粒、今市怪石粒を微量に含む. SK-55 1層 黒褐色土・七本桜軽石粒、今市軽石粒を少し含む個

SK-59 1層黒色土:七本桜軽石粒、今市恒石粒を少量含む。

第17図 E区遺構実測図 (8)SK-46・48・51"""53・55・59
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第3章薬師堂遺跡の発掘調査

@_A_③ 

SK-69 --f-13
山

SK-54 五 SK680?

SK-53 

JL 

SK-70 

SK-71 

A SK-54 A' B SK-56 B' C SK-66 C' 
126.6酬h 126.6OOm 

えよ二 ~ 1 1 
ニミ孟エ=

E SK-68 E' F SK-69 F' G SK-70 G' 

ースーLコー 126・6蜘 126.600.. 126.6創h

寸 1ト にン
I SK-72 

ョE
l' 
126.6OOm 

。

土層説明 SK-54・56・66-72

S K-5 4 1層黒褐色土.七本桜軽石粒を微量、今市軽石粒を少量含む.

S K-5 6 1層黒褐色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を微量に含む。

S K-6 6 1層黒褐色土.小棋を多く、今市軽右粒を少し含む。

S K-6 7 1屑黒色士:七本桜軽石粒、今市軽右粒を少し含む.

S K-6 8 1層黒褐色土.七本桜軽右粒、今市軽石粒を微量に含む.

S K-6 9 1層黒色士:七本桜堅右粒、今市軽右粒を少量含む。

S K-7 0 1層黒色士.七本桜軽宥粒、今市軽石粒を少量含む.

SK-72 1層黒灰色士:七本桜軽右粒、今市軽宥粒を微量1;:含む.

D 

第18図 E区遺構実測図 (9)SK-54・56・66......72
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SK-63 
SK-65 ..， 
H ~.l! 一 一定;]/~

立@G'j 
J KずfGd一円

撹乱

B 

SK-58 

A' SK-64 

a SK-57 b A' B SK-58 B' C SK-60 C' 

ヨ:左
竺守三蜘 二玉孟Z二

SK-62 

ヨE
E' F SK-63 F' G SK-64 

126.60価

弐メ二 一¥ょf
。

士層説明 SK-57・58・60-65
S K-5 7 1層黒褐色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を微量に含むー

2層黒褐色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少し含む。

S K-5 8 1屠黒色土:七本桜軽石粒を微量に含む.

SK-60 1屠黒色土:七本桜軽石粒を微量に含む。

S K-6 1 1屠黒色土:七本桜軽石粒を微量に含む。

S K-6 2 1屠黒色土:七本桜軽石粒を微量に含む。

S K-6 3 1屠黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少量含む。

G' 

126.60佃

SK-64 1層黒色土:七本桜軽石粧を微量に、今市軽石粒、プロックを少量含む。

S K-6 5 1届黒色土:七本桜軽石粒、今市軽石粒を少量含む。

第19図 E区遺構実測図 (10) SK-57・58・60......65
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第2節発見された遺構と遺物

ほぽ垂直に立ち上がる. SK-57b E-13に位置する。不整な楕円形を呈するが、北側が調査区外で東側が

SK-57aと重複していおり、長径、短径ともに計測は出来ない。深さO.56mを測る.底面は平坦で、壁は聞

きながら立ち上がる。 SK-58 E-13に位置する，不整な楕円形を呈し、長径O.24m、短径O.18m、深さ

O.18mを測る。底面から壁にかけて丸みを持って立ち上がる。 SK-60 E-13に位置する。不整な円形を呈

し、長樫O.32m、短径O.27m、深さO.12mを測る.底面から壁にかけて丸みを持って立ち上がる. SK・61

E-13に位置する.不整な楕円形を呈し、長径O.26m、短径O.19m、深さO.29mを測る.底面から壁にか

けて丸みを持って、やや聞きながら立ち上がる。 51く-62 E-13に位置する。不整形を呈し、長径O.23m、

短径O.18m、深さO.26mを測る。底面は狭く、壁は聞きながら立ち上がる。 stく・63 E-14に位置する。不

整な円形を呈し、北側が調査区外のため長径は計測できないが、現状ではO.27m、短径O.26m、深さO.20m

を測る。底面は狭く、壁は聞きながら立ち上がる。 SK-64 E-14に位置する。不整な円形を呈し、長径

O.37m、短径O.30m、深さO.30mを測る.底面は平坦で、壁は若干開きながら立ち上がる。 SK-65 E-14 

に位置する.北側が調査区外のため、形状は不明であるが、不整な円形方形を呈し、現状での幅O.24m、深

さO.23mを測る.底面は平坦で、壁は若干聞きながら立ち上がる.

出土遺物 出土遺物はかわらけ8点、内耳土器4点、陶器1点、砥石1点を図示することができた。かわら

けは、 SD-41から出土したものが6点で、他2点は確認調査の際にT-3の漕から出土している(第5図). 

T-3の位置はE区SD-4LSE-43と重なり、溝であるととからSD-41から出土したものと考えられる.その

他の遺物はいずれもSD-34から出土している.

第2表出土遺物観察表

No. 標種 寸法
器形の特徴 調整の特徴 色調 胎土 焼成 出土遺構 傭考

(cm) 

口径 9.4 
体郁が若干内膏気味 ロク口整形、底部内面ナデ、 乳白色:外面

かわらけ 穂高 2.9 
底部外面回転ヘラ切り. 一部黒色

蝿石、小石 良好 SD-41 1/4残
底径 (4.0) に立ち上がる.

口径 10.3 
体部が若干肉湾気味

2 かわらけ 器高 2.3 ロク口整形、底部内薗ナデ. 乳白色 輝右、小右 良好 SD-41 1/5残
底径 (拍)

に立ち上がる.

口径 9.5 体部が若手肉湾気味 ロクロ整形、底部内面ナデ、 現白色:外商
3 かわらけ 器高 2.4 一部底部から 輝石、小石 良好 SD-41 3/4残

底径 3.8 
に立ち上がる. 底部外面回転ヘラ切り.

休部黒色

口径
ロクロ整形、底部内面ナデ、 乳白色:内面

4 かわらけ 標高 輝石、小石 良好 SD-41 1/2残
庫径 4.2 

底卸外面回転ヘラ切り. 褐色

口径 8.9 
体郡が若干肉膏気味 日夕口整形、底部内面ナデ、 現白色:外商

5 かわらけ 棋高 3.2 
底部外面回転ヘラ切り. 一部黒色

輝石、小石 良好 SD-41 1/2残
底径 4.2 に立ち上がる.

口径 9.4 
体部が若干肉湾気味 ロク口整形、底部内面ナデ、 乳白色:外面

6 かわらけ 器高 3.0 鯛石、小石 良好 SD-41 3/4残
底径 4A に立ち上がる.

底部外面回転ヘラ切り. 一部黒色

口径 9.3 体部が若干肉湾気味 日夕口整形、底部内面ナデ、
7 かわらけ 器高 2.9 

に立ち上がる. 底部外商回転ヘラ切り.
乳白色 輝石、小石 良好 SD-41 1/4残

底径 3.9 
口径 9.4 

体部が若干内湾気味 ロク口整形、底部内面ナデ、 ロ縁部一部
8 かわらけ 棒高 2.6 乳白色 輝石、小石 良好 T-3 

底径 4.2 に立ち上がる. 底部外面回転ヘラ切り. 欠損

口径 3.8 体部は底部から丸み 目録から体部灰色、

13 陶器 締高 5.5 を持ってほぼ垂直に 日夕日整形 休部オリープ:肉 砂粒 良好 T-3 1/3残
底径 3.9 立ち上がる. 面オリープ

No. 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (kg) 材質 色調 出土遺構 残存率 備考

14 砥石 8.3 
(最大)2.7 

3.3 114.0g 灘灰岩 鳳褐色 SD-34 端部欠損
一面のみ

(最小)1.5 使用
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第4章調査の成果

第4章調査の成果

薬師堂遺跡の発掘調査で出土した遺物のうち、図示できたものは14点である。このうち図示できたかわ

らけ8点についてのべたい。

かわらけは、素焼きの皿状の焼き物で、一般に「土師質土器J r土師器皿J rかわらけ」と呼称されてい

る。用途としては、酒を飲む器、神仏に供える器として、さらには灯明皿として利用されており、中世以降

の遺跡から普遍的に出土する。栃木県内においてかわらけを出土している遺跡としては、足利市の法界寺跡

(13世紀中"'15世紀前)、壬生町中の内遺跡 (15世紀"'16世紀)、岩舟町赤塚遺跡 (16世紀)、宇都宮市

石那国館跡(16世紀〉、上三川町大町遺跡 (16世紀末)、小山市金山遺跡 (17世紀)、小山市横倉宮ノ内

遺跡 (15世紀"'17世紀代)、宇都宮市飛山城祉 (12世紀"'17世紀後半)等があり、それぞれの遺跡におい

て年代観も提示されている。また、足利市の法界寺跡、小山市横倉宮ノ内遺跡では、報告書において編年が

試みられ、栃木県内における中世考古学の研究は、県南部の小山地域、足利地域で進展しつつある。さら

に、県央地域については、今平利幸氏により飛山城の編年が試みられている。しかし、これらのかわらけの

出土例は中世が多く、編年も中世が主体であり、近世については出土例が少なく、編年も進んでいないのが

現状である。かわらけは、在地色が強くその流通圏も限定されていると考えられており、県央部の地域と県

南部の小山地域や足利地域では様相が若干異なる。薬師堂遺跡のかわらけについて年代を考える場合、薬師

堂遺跡が所在する高根沢町太田地内から近い位置にある飛山城跡の今平氏の編年を参考に考えて見たい.

今平氏の編年によると薬師堂遺跡のかわらけはロクロ成形であることから、 B類になる.また、口径、底

径、器高の各かわらけの法量を数式化し、成形や体部の特徴を考慮して法量に当てはめてみると、 5はla

に、その他はlbに分類できる。とのととから、薬師堂遺跡のかわらけは、乙のB類la、lbというととにな

る。また、小型化はしていないととなどから、今平氏の7期に分けた編年によると5期から6期にあたると

考えられ、 15世紀中葉から16世紀代前半に位置づけられる。

薬師堂遺跡は東西約0.3畑、南北約1.0kmと広範囲の遺跡であり、時代も縄文時代から中世にかけて幅広い

ものである。今回の調査の成果として、遺跡の中で一部の範囲の調査ではあったが、 SD-41でまとまってか

わらけが出土し、時期の位置づけもすることができた.薬師堂遺跡の性格を知る上で手がかりとなった。

参考文献

大漕伸啓 1995 r法界寺発掘調査概要』足利市教育委員会

安藤美保 2001 r.谷肉・国谷馬場・中の内・総宮・鍋小路~ (財)とちぎ生涯学習文化財団

岩淵一夫 1981 r.赤塚遺跡』栃木県教育委員会

峰岸純夫・橋本澄郎ほか 1975 [石那国館跡』栃木県教育委員会

秋元陽光 1985 r大町遺跡』上三川町教育委員会

津野仁 1997 r金山遺跡YJ栃木県教育委員会

粛藤弘 1995 r横倉宮の内遺跡』栃木県教育委員会

今平利幸 1996 r飛山城跡第m.rv.Y次確認調査概要』宇都宮市教育委員会

今平利幸 2001 r下野における中世土師器皿についてJ r栃木県考古学会誌』栃木県考古学会

-32-



写真図版





副院締法泡銭tI:!!!写a<南東から}

思

航
空
窓
義



思

航
空
写
真



図
版
三

調
査
H
区
・
遺
歯
槽
{
一
v

〈窃かを沿セクションSK・02

(i!時か紛セクションおく・05捕から}
~ヲヨ

セクションSKω03 

{務東から};eo SK・01-07(111;から}セクション51<-07 

{否か!':>)IIIi雑貨息調E{苔'11>;)1118鮮集局.



図
版
図
調
査
制
区
• 
湾
総
r、
一、.〆 治{-08i!:クション f首席から}

鰍 -13・14セクション 繍東から}

部-1-16 先調自 信から}

総-()9 セクション {械から〉

SKω11・12セクション {務東から}

録<:-15 i!:クション 〈前夜かを沿

部ー砂-17 ;軍鋼 (lII;i!iから}



51<ω18・w・20セクション 捕から}

SK -23 1!:クション (lIJから}

SK -18 ・ 19 ・20~. ~聴から}

録(-24 セクション {爾'11>;)

鋭-1ト '20 ~緩健から〉

治ト鈴旬2T・部幡製発錦繍から〉

獄-25・26 ~極繍から}

SOω34・sκ幡宮7 セクション {覇軍か喜志

図
版
五
調
査
H
区
・
遺
昌
明
，園、
一由一、相，



図
版
六

調
蜜
日
区

議
〈四〉

SK -'[7川君事-SDω34実績 OIIJから}

50-34 セクション {聞から}

部 -39セクション 儲から}

SK -泌""33実鋪 (:1暗から}

SKω21内-28-SD・34先週目 {事聞から}

SK-37 ;軍鋼 (11関西かをみ

園 品ー;プマす:ヰ:百戸;LL722園

.忍.. 

.称:β圃

.~ぞデ 戸電F・・
事0・39・SE-40策調量 儲から}



50 -39 i事業反. (否から} 5[)-40禿鍋 {否から}

50-41、SE-4$2 セクション OIJから〉

SE -42 ;主規 憎から}

50 -41 治絢1iI::t:貌III {JIJ~~沿

50 -41、SE-4$2完鎖 積から}

図
版
七
調
査
日
区
・
遺
機

{-av 



図
版
八
調
査
制
区
• ，. 
嫌

公
ハ
}

SK・4S 型車. (~擁から}

SK・46・48・55 策調書 匂kから}

SE -43. SK -1fT・5O~. (~t;b\紛

50ω41. SE -俗、 SK-45 先細 {南東から}

SKω46-52・55・73 気掛言 。艇から}



録ト57・58集編 僚か;)

SK-53・54-67・69-68 実績C::lt西から}

都 -56 実相自 栖から}

録(-59 宗祖ii 091.から}

9ト 70引先舗繍.fJIら)

図
勝
九
繭
査
日
区
・
遺
櫨
情
{
七
〉



図
版
十
調
査

u区
選

4・，匹、
る 鮒&---58嶋崎・役端価州

調
査
g
区

-
U
区
-
m川
区
作
業
風
景

l区 治相陣織厚生青況 {酒から} l区 泡相陣相官草枕況 僚から}

111区 作.思祭 {陶窟から}

111ま遺書陣11盆銀銭 {西から}

111区 湾総磁.貌R <北京から〉

'r
y
-

鉱盤:&¥.. 織~



図
版
十

遺

跡

明

{

一

〉

-斗， 
1 5D-41 E区

詞.タ
5D-41 DIil 

、、

5D-41 01玄

'-ーー-
5D-41 E区

5D-41 Olil 

6 

“一~

5D-41 E区



図
版
十

遺
物
{
ニ
〉

一
一-司園』ーーー-

10 5-34 01ま9 SD-34 E区

SD-35 E区11 S-34 O~ 

聞

3匝
E車圃

14 5D-34 01ま5K-431Z 01ま



図
版
十
三

遺
物
〈
三
}

薬
師
釜
遺
跡
輔
概
況

s-34 13 E区

.， 

ド

.飾'~述書事周辺道路護鎗吠iR (奇から・奥が緩衝，~逸品事}





ふりがな

書 名

報

ゃくしどういせき

薬師堂遺跡

左h
J:t 書抄録

副 書 名 安全な道づくり事業費(補助)一般県道杉山石末線太回東工区に伴う埋蔵文化財発掘調査

巻 次

シリーズ名 栃木県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第367集

編著者名 植木茂雄

編集機関 公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター

所 在 地 干329-0418 栃木県下野市紫474番地 TEL 028号44-8441

発行機関 栃木県教育委員会公益財団法人とちぎ未来づくり財団

発行年月日 西暦 2014年3月25日 (平成26年3月25日)

ふりがな ふりがな コ ← ド ~t 緯 東 経 調査期間 調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
。 ， 
" 
。 ， 
" d 

や<l..~ういせ昔 たかねぎわまち

薬師堂遺跡 高根沢町 09215 2754 36" 37' 31" 140" Z 41" 20091008- 490 道路整備事業
布拘た 20091225 
太田

所収遺跡名|種別 主な時代 主な遺構| 主 な 遺 物 | 特記事項

中世 士坑12基 土師質土器

井戸4本 内耳土器

溝3条 陶器

小穴53
| 砥石

遺跡の範囲は井沼川の右岸、東西約300m、南北約1.000mの範囲で遺物の散布かが見られ、

遺跡の南端には直径約21mの塚原古墳が所在している。縄文時代、古墳時代(後期)、奈良・

要約 | 平安時代、中世、近世にかけて幅広い時代の遺跡である。
今回の調査では、遺跡の北側の一部ではあるが、中世の遺構・遺物の検出が出来、遺跡の一

端を知る手がかりとなった。
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